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使用するICT機器・準備物

  学校内のICT環境，活用実態

本校は， 町の ICT 推進校であり，２０１４年か
ら６０台（２学級分）の iPad と学校に３台の電
⼦⿊板が導⼊され，電⼦⿊板の使い⽅について
研修を受けた。電⼦⿊板と指導者⽤デジタル教
科書と iPad を組み合わせ，電⼦⿊板を活⽤して
児童が前に出て説明したり，iPad から⾃分の考
えを送り，全員で交流した後，再度 iPad へ課題
が送られ，再思考していく双⽅向の授業をした
りするなど，効果的な授業展開を⼯夫してきた。
２０２１年４⽉，児童１⼈１台端末と学習者⽤デ
ジタル教科書が整備されると，意⾒交流時には

Jamboard やスライドに学習内容を貼り付け，よ
り有効に活⽤ができるよう，試⾏錯誤しながら
現在に⾄っている。

児童は，これまで電⼦⿊板と指導者⽤デジタ
ル教科書を使った学習を，国語・算数で⾏って
おり，電⼦⿊板を使うのにも慣れている。電⼦
⿊板を使って⾃分の考えを発表したり，デジタ
ル教科書を使って積極的に授業に参加できたり
する児童が多い。特に，デジタル教科書で操作
をしたり，書き込みをしたりすることに楽しさ
を感じ，思考を深めて学習している。

指導者

学習者

デジタル教材
指導者用デジタル教科書（教材），
学習支援ソフト （Jamboard，Google
フォーム）

使 用 端 末 Windows

そ の 他 機 器 電⼦⿊板

ひとこと

GIGA スクール元年度，
⼦ ど も た ち と「 挑 戦 」
を合⾔葉に授業改善に
取り組んでいます。

デジタル教材
学習者用デジタル教科書・教材セット，
学習支援ソフト （Jamboard，Google
フォーム）

使 用 端 末 1人1台使用 （Chrome OS）

そ の 他 機 器
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導  入 ■写真を⾒せて，どんな図形が⾒つけられるか問う。

指導者⽤デジタル教科書の画像を拡
⼤して⾒せ，画像のどこに図形があ
るか電⼦⿊板にかき込ませる。

授業の展開　　  わくわく算数２下　教科書 p.５４〜５５  ９時間目／１０時間中

指導者用デジタル教科書
電子黒板

p.54  拡大画面

機器・教材

小学校
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授業の流れ 主な学習活動  ▶︎教師の手立て　  留意点

展  開 ■授業で使う図形を確認する。
■めあてを考える。

■ p.54 のコンテンツ「もようづくり」で，同じ図形を
2 枚使って⻑⽅形や正⽅形，直⾓三⾓形を作り，交
流する。

［児童の反応］
・正⽅形を 2 枚使うと細⻑い⻑⽅形ができる。
・⻑⽅形を 2 枚使うと正⽅形ができる。
・直⾓三⾓形を 2 枚使うと正⽅形ができる。
・直⾓三⾓形を 2 枚使うと直⾓三⾓形ができる。

図形を確認する際に，「⻑⽅形」「正
⽅形」「直⾓三⾓形」という算数
⽤語も確認することで，その後の
活動でその呼び⽅を使って説明で
きるようにした。

⾊紙を使って図形を作るだけでは
なく，「正⽅形から⻑⽅形を作る
ことができる」「直⾓三⾓形から
正⽅形を作ることができる」など
形の変化を学習者⽤デジタル教科
書に書き込み，⾔語化させる。

「同じ図形を 2 枚使う」ことをお
さえる。

できた図形の確認をペアでするこ
とで，⾃分の気付かなかった図形
の作り⽅が分かるようにする。ま
た，既習事項の正三⾓形，⻑⽅形
といった⾔葉を説明の中で使わ
せ，定着を図る。

■３つの⾒本の模様から１つ選んで，まねをして模様
作りをする。

学習者用デジタル教科書

学習者用デジタル教科書

ならった図形をつかって，もようづくりをしよう。

▶

▶

▶

機器・教材
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■⾊紙の並べ⽅を⼯夫して他の模様を⾃分で作る。

■作った模様を Jamboard に貼り付けて交流する。

［児童の反応］
・〇君のは顔のような模様になっている。
・△さんのはお花みたいな模様だ。

「しきつめる」をキーワードにし
て隙間なく埋めるようにさせる。

できた図形を全体で⾒るために，
画⾯のスクリーンショットを⾏
い， 共同編集の Jamboard に貼り
付けさせ，友達の模様にコメント
を残させる。

模様を⾒ていく中で，規則性のあ
る模様づくりをしている児童の考
えを取り上げ，平⾯の広がりを感
じさせたり，幾何学模様の美しさ
に気付かせたりする。

まとめ ■本時のまとめをする。

■友達の模様を⾒て，まねしたいものを練習問題とし
て⾏う。

■ Googleフォームでふりかえりを行う。
ふりかえりを電⼦⿊板に映し，学級
全体で交流ができるようにする。

学習者用デジタル教科書

▶

▶

Jamboard

３つの図形を組み合わせてしきつめると，いろい
ろなもようができる。

電子黒板
▶

機器・教材



  児童の反応， 実践の手ごたえ

導⼊時で教科書の「敷き詰め」の写真をクロー
ズアップして電⼦⿊板に映すことで，児童の視
線が前に向き，学習への意識を揃えることがで
きた。展開の中では，実際の⾊紙を使って模様
を作るのではなく，学習者⽤デジタル教科書で
の操作としたため，やり直しが⾃由⾃在にでき，

児童の意欲や集中⼒の継続につながった。また，
教科書の⾊紙を切り取る⼿間が省け，操作する
時間を⻑く確保することができた。そのことに
より様々な模様の敷き詰めを⾏う児童の姿が⾒
られた。友達との交流を通して新たな発⾒をし
た児童も多く，学習の深まりを感じた。

  まとめ

デジタル教科書は児童の視覚的な⽀援にとて
も役⽴つものが多い。画像だけではなく，動画
や⾳声が⼊ったものがあることから，教師の活
⽤次第で授業の理解を深めるものになる。しか
し，便利なところがある反⾯，通信状況が不安
定で，作業が⽌まってしまったり，ページ・コ
ンテンツが開けなかったりするときがあった。
また，個⼈での作業が進む中で，⾃分の考えを
他者に共有することが難しいという声も聞こえ

たが，今回のような Jamboard を活⽤した⽅法
を使えば，友達の考えと⾃分の考えとを⾒⽐べ
ることができ，思考の広がりを与えられると感
じた。クラウド活⽤を図った授業の良さである。

今後も効果的に ICT を活⽤していくために，
指導者⾃⾝がデジタル教科書を事前に確認し，
活⽤の仕⽅やタイミングを考えながら主体的で
対話的な，児童が「分かった，またやりたい。」
と思える授業を実践していきたい。




